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生物多様性神戸プランの改定について（経過報告） 

 

１．計画改定の趣旨  

 生物多様性基本法第 13条に基づく、市域における生物多様性の保全及び持続可能な利用に関

する基本的な計画（生物多様性地域戦略）として、また、神戸市環境基本計画の個別計画として、

平成 23年 2月に策定した「生物多様性神戸プラン 2020」を、策定後の国等の状況、外来種の問

題をはじめとする新たな課題に対応するため、計画を改定する。 

 

２．審議状況 

 （１）審議経過 

平成 26年 11月 19日開催の第 41回神戸市環境保全審議会に諮問後、同審議会に設けられた「生

物多様性神戸プラン 2020」の改定に係る専門部会にて 2回審議いただいた。 

【審議経過】 

開催日時 主な審議内容 

平成 26年 12月 18日 ・現行計画の現状と課題の総括 

・改定の基本的方針の検討 

・市民等意見の把握方法の検討 

平成 27年 3月 26日 ・市民等アンケート調査結果報告 

・重点検討テーマの検討 

（２） 審議状況 

これまで、専門部会では、生物多様性に係る国等の動向（生物多様性地域連携促進法の制

定、生物多様性国家戦略 2012－2020 の策定等）、本市における生物多様性に係る主な課題等

を整理するとともに、神戸が有する豊かな自然とその恵みの大切さを認識し、生物多様性の

課題の解決のために、重点的に検討が必要な項目について、審議していただいた。 

① 本市における生物多様性に係る主な課題 

○開発等による動植物の生息・生育環境の減少 

 市内の山林等の開発は、一時期に比べて減少しているが、経済情勢等により増加に転じる

兆候もあり、条例による事業の早期段階からの事前配慮を、引き続き求めていく必要がある。 

○里地・里山における管理不足による動植物の生息・生育環境の悪化 

 少子高齢化による農業の担い手不足、里山の利用がされなくなったことなどにより、里地・

里山の管理不足が生じ、動植物の生息・生育環境の悪化がみられる。 

○市域外から侵入した外来種・在来種による生態系への影響  

 アライグマ、アカミミガメ等の外来種による在来種との競合により、生息環境が脅かされ

ている。またシカによる林床植物等の食害などによる生態系への影響も懸念されている。 

○温暖化等、地球環境の変化による生態系への影響 

 南方系の昆虫（ナガサキアゲハ等）の市内への定着、六甲山上の冷温帯に生育するブナ林

の減少など、温暖化による生態系への影響が懸念される。 
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  ② 重点的に検討が必要な項目 

     ○外来種対策 

     ○絶滅危惧種の保全対策 

     ○在来野生鳥獣による生態系被害対策 

     ○農漁業生産と生物多様性の両立 

     ○気候変動の緩和・適応の推進 

     ○生物多様性の社会における主流化の推進 

     ○生物多様性保全活動への市民・事業者の参加促進 

     ○国、周辺自治体との連携 

③ 今後重点的に検討が必要なテーマ及び主な委員意見 

○外来種対策・絶滅危惧種の保全対策 

    ・外来種の中でも、侵略的外来種が問題。問題点を明らかにし、理解を進めることが必要。 

・対策の目標は、根絶、抑制などの目標を侵入の時期や程度によって決めるべき。 

○生物多様性の主流化※   

※生物多様性の保全と持続可能な利用の重要性が、国、地方自治体、事業者、ＮＰＯ、国民などの様々な

主体に広く認識され、それぞれの行動に反映されること 

・言葉の理解は進んできているので、どう行動につなげるのかに力を入れるべき。 

・日常的に自然や生きものに親しむことのできる「まちづくり」を目指すべき。 

○生物多様性保全活動への市民・事業者の参画推進 

・方針を明確に示し、論点を整理することが必要。企業にとっても、具体的に何をして欲し

いのかをわかりやすい形で提示していただければ取り組みやすい。 

・興味のある市民が楽しみ、親しめるように考えれば、効率よく、正しく保全を進めること

につながるのではないか。間違いのない、新しい科学的な知見のもと、行うことが重要。 

 

 ３．今後の予定 

・生物多様性保全活動団体との意見交換会を 6 月に 2 回開催（6 月 14 日、17 日）し、活動の

活性化、市民の生物多様性保全活動への参画推進等、課題解決の方向について意見交換を行う。 

 ・意見交換会、市民等アンケート調査結果等を踏まえ、今後専門部会を 3 回開催し、重点的に

検討が必要なテーマに対する考え方、取組の方向性等を審議していただき、市民、事業者等、

各主体が、「何をすればよいのか」分かりやすい計画を目指して、内容を取りまとめる。 

【今後のスケジュール】 

項  目 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 

専門部会の開催  ○  ○    ○   

市民活動団体との意

見交換会 

○          

環境保全審議会、パ

ブリックコメント 

    ○  ○  ○ ○ 

 

第 3 回 第 4 回 第 5 回 

パブコメ 保全審 

（答申） 
公表 

保全審 

（中間報告） 


